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森 の国だ より

不
器
男
忌
俳
句
大
会

２
22

　

２
月
₂₂
日
㈰
、
町
教
育
委
員
会
・
文
化
協
会
・
葛
句
会
の
共
同
に
よ
り

不
器
男
忌
俳
句
大
会
が
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
₆₁
回
目
と
な
る
今
回
は
、
事
前
募
集
の
兼
題
句
に
、
一
般
の
部
６
９

９
句
、
児
童
生
徒
の
部
３
，
７
８
９
句
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ワ
シ
ン
ト
ン
日
本
語
学
校
か
ら
の
投
句
も
あ
り
ま
し

た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
県
内
外
か
ら
約
₈₀
名
の
俳
句
愛
好

家
が
芝
不
器
男
を
偲
ん
で
集
ま
り
ま
し
た
。
当
日
の
席
題
は
『
梅
』『
蕗ふ
き

の
薹と
う

』
で
、
雨
の
不
器
男
記
念
館
や
松
丸
街
道
で
句
作
を
楽
し
ん
で
い
る

よ
う
で
し
た
。

　

主
な
入
選
者
と
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▲黙祷の様子

表彰式の様子 ▼

一
般
の
部

【
兼
題
の
部
】

愛
媛
新
聞
社
賞　

　

力
抜
く
事
も
生
き
方
ち
や
ん
ち
や
ん
こ

�

八
幡
浜
市　

宮
本　

藤
治

松
野
町
長
賞

　

山
頭
火
の
眼
鏡
ま
ん
ま
る
小
鳥
来
る

�

松　
前　
町　

富
樫　

悦
子

松
野
町
教
育
長
賞

　

炎
天
の
少
年
鉄
の
匂
ひ
も
つ

�

今　
治　
市　

藤
井　

秋
子

松
野
町
文
化
協
会
長
賞

　

蜜
柑
選
る
夫
婦
に
道
を
尋
ね
け
り

�

宇
和
島
市　

渡
辺　

正
子

葛
句
会
長
賞

　

Ｄ
51
の
車
庫
に
眠
れ
る
昭
和
の
日

�

宇
和
島
市　

城　
　
　
　

愛
媛
県
文
化
協
会
長
賞

　

研
ぎ
あ
げ
し
斧
に
布
巻
く
初
冬
か
な

�

松　
野　
町　

谷　

き
よ
し

【
席
題
の
部
】（
席
題
：
蕗
の
薹
・
梅
）

愛
媛
新
聞
社
賞　

　

紅
梅
や
い
つ
も
ど
こ
か
に
戦
の
日

�

松　
山　
市　

井
上
由
美
子

松
野
町
長
賞

　

海
荒
れ
て
ゐ
る
こ
と
知
ら
ず
蕗
の
薹

�

宇
和
島
市　

田
中　

松
江

松
野
町
教
育
長
賞

　

ち
ょ
っ
と
い
い
話
し
し
て
ゐ
る
梅
の
花

�

西　
条　
市��

菅　
　

正
子

松
野
町
文
化
協
会
長
賞

　

ポ
ケ
ッ
ト
の
や
う
な
日
溜
蕗
の
薹

�
内　
子　
町　

高
藤
士
千
子

葛
句
会
長
賞

　

梅
月
夜
母
の
時
計
の
螺
子
を
巻
く

�

四
万
十
市　

渡
部
さ
と
る

愛
媛
県
文
化
協
会
長
賞

　

跡
取
り
が
地
元
に
戻
り
蕗
の
薹

�

西　
予　
市��
稲
葉
さ
だ
え

児
童
生
徒
の
部

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】

最
優
秀
（
１
句
）

　

ほ
し
が
き
が
お
ん
ぷ
の
よ
う
に
タ
ン
タ
タ
タ
ン

�

松
蔭
小
１
年　

浜
辺
さ
ゆ
り

優　

秀
（
３
句
）

　
「
あ
、
て
ぶ
く
ろ
」
な
く
し
た
か
た
方
み
ぃ
つ
け
た

　
　

二
名
小
２
年　

竹
城　

宏
規

　

あ
み
で
や
く
お
こ
り
ん
ぼ
う
の
お
も
ち
さ
ん

　
　

松
野
東
小
２
年　

梅
井　

風
音

　

あ
れ
れ
れ
れ
植
え
て
な
い
の
に
朝
顔
が

　
　

僧
都
小
３
年　

大
森　
　

伯

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】

最
優
秀
（
１
句
）

　

柚
子
か
お
る
湯
気
の
む
こ
う
に
笑
み
二
つ

�

戸
島
小
５
年　

島
津　

康
太

優　

秀
（
３
句
）

　

木
き
ん
の
は
ず
ん
だ
音
色
秋
の
風

三
島
小
４
年　

亀
岡　

千
乃

　

宿
題
の
鉛
筆
は
し
る
秋
の
雨

立
間
小
６
年　

清
家　

大
睦

　

雪
し
ま
き
一
万
五
千
鯛
出
荷

東
海
小
６
年　

宇
佐　
　

亮

【
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
（
１
句
）

　

寒
が
ら
す
鳴
き
声
空
に
交
差
す
る

�

日
吉
中
２
年　

冨
永　

彩
夏

優　

秀
（
３
句
）

　

母
さ
ん
と
編
ん
だ
マ
フ
ラ
ー
虹
の
色

松
野
中
２
年　

松
本　

晃
一

　

木
枯
ら
し
肩
を
寄
せ
合
う
二
人
か
な

吉
田
中
３
年　

中
島　

大
成

　

世
の
中
を
自
由
き
ま
ま
に
蛙
の
子

長
浜
中
３
年　

久
保　

周
也

【
高
校
生
の
部
】

最
優
秀
（
１
句
）

　

秋
刀
魚
焼
く
父
の
背
低
く
な
り
に
け
り

�

弓
削
高
３
年　

藤
川　
　

篤

優　

秀
（
３
句
）

　

星
月
夜
文
化
と
い
ふ
名
の
人
類
史

飛
騨
神
岡
高
１
年　

荒
木　

健
裕

　

誰
も
知
ら
な
い
永
遠
と
い
う
秋
思

伯
方
高
１
年　

野
間　

千
乃

　

吊
り
橋
の
鉄
線
錆
び
て
ゐ
る
霜
夜

立
教
池
袋
高
３
年　

鈴
木　

啓
史
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森 の国だ より

予
土
線
３
兄
弟
デ
ビ
ュ
ー
１
周
年
記
念

「
予
土
線
観
光
開
き
」

３
７

　

３
月
７
日
㈯
、
Ｊ
Ｒ
窪
川
駅
で
予
土
線
３
兄
弟
デ
ビ
ュ
ー
１
周

年
記
念
「
予
土
線
観
光
開
き
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
３
月
に
鉄
道
ホ
ビ
ー
ト
レ
イ
ン
が
デ
ビ
ュ
ー
し
て
、
早
く

も
１
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
１
年
、
予
土
線
３
兄
弟
が
愛
媛
・

高
知
を
走
る
こ
と
で
、
沿
線
各
市
町
に
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
ま
す
。
生
活
路
線
と
し
て
利
用
す
る
人
も
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
列
車
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　

当
日
は
、
式
典
終
了
後
、
宇
和
島
駅
ま
で
の
沿
線
市
町
の
保
育

園
児
が
鉄
道
ホ
ビ
ー
ト
レ
イ
ン
乗
車
の
招
待
を
受
け
、
町
内
で
は

松
丸
・
吉
野
生
保
育
園
の
年
長
児
が
近
永
駅
ま
で
乗
車
し
ま
し
た
。

　

両
保
育
園
の
交
流
、
ま
た
、
卒
園
前
の
楽
し
い
乗
車
体
験
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。

松
野
町
防
災
フ
ェ
ア

３
８

　

３
月
８
日
㈰
、「
松
野
町
防
災
フ
ェ
ア
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
防
災
フ
ェ
ア
は
、
町
と
自
主
防
災
会
連
絡
協

議
会
、
防
災
士
連
絡
協
議
会
が
共
同
で
行
っ
た
も
の

で
、
会
場
と
な
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
約

３
０
０
名
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
種
体
験
ブ
ー
ス
の
設
置
や
防
災
用
品

の
展
示
の
ほ
か
、
屋
内
運
動
場
に
は
町
内
各
小
学
校

か
ら
応
募
の
あ
っ
た
防
災
ポ
ス
タ
ー
も
展
示
さ
れ
、

優
秀
作
品
に
は
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

屋
外
で
は
パ
ト
カ
ー
や
消
防
車
な
ど
の
緊
急
車
両

の
展
示
や
、
地
震
体
験
車
や
は
し
ご
車
へ
の
体
験
試

乗
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
震
体
験
車
は
、
阪
神
大
震

災
や
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
震
度
を
体
感
で
き
る
特

殊
車
両
で
、
試
乗
し
た
参
加
者
か
ら
は
「
本
当
に
あ

の
よ
う
な
地
震
が
来
る
と
何
も
で
き
な
い
」、「
あ
の

よ
う
な
揺
れ
が
続
く
と
自
分
の
家
は
大
丈
夫
だ
ろ
う

か
」
と
い
っ
た
意
見
も
聞
か
れ
、
地
震
の
怖
さ
を
実

感
し
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
日
赤
奉
仕
団
に
よ
る
炊
出
し
訓
練
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
献
立
は
、
豚
汁
と
白
ご
飯
で
す
。
白
ご
飯

は
、
ポ
リ
袋
に
洗
っ
て
い
な
い
白
米
と
同
量
の
水
を

入
れ
、
鍋
で
袋
ご
と
炊
き
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
炊
出

し
訓
練
は
、
一
般
の
来
場
者
も
参
加
可
能
と
な
っ
て

お
り
、
一
風
変
わ
っ
た
調
理
方
法
に
参
加
者
た
ち
も

興
味
津
々
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

屋
内
に
は
、
防
災
士
に
よ
る
「
防
災
マ
ッ
プ
を
作

ろ
う
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

実
際
の
松
野
町
の
住
宅
地
図
を
広
げ
、
参
加
者
た

ち
に
、
思
い
思
い
の
危
険
箇
所
を
書
き
込
ん
で
も
ら

お
う
と
い
う
も
の
で
、
白
紙
の
地
図
に
は
、
急
傾
斜

地
や
危
険
家
屋
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
、
普
段
気
に
と

め
な
い
町
内
の
危
険
箇
所
が
次
々
と
書
き
加
え
ら
れ

て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
資
材
置
き
場
や
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
、
薬
局
な
ど
、
災
害
時
に
役
立
ち
そ
う
な

場
所
も
記
入
さ
れ
、
最
後
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
防
災

マ
ッ
プ
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
た
め
に

は
、
普
段
か
ら
危
険
箇
所
や
安
全
な
場
所
を
気
に
留

め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
自
主
防
災
会

が
主
催
す
る
訓
練
な
ど
に
参
加
し
て
、
防
災
に
関
す

る
知
識
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
も
重
要
だ
と
い
え

ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
こ
の
よ
う
な
機
会
に
触
れ
、
防

災
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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森 の国だ より

２
27 高齢者等の見守りネットワーク協定書合同調印式

　２月₂₇日㈮、愛媛県庁で中村知事立ち会いのもと、県内
₁₃市町と協力事業所による高齢者等の見守りネットワーク
協定書合同調印式が行われました。
　高齢者等の見守りネットワークとは、安心して生活でき
る地域を目指し、協力事業者の通常の範囲内で、高齢者宅
等において、日常と異なる不審な点に気付いた際に情報提
供を行い、通報を受けた市町は、地域包括支援センターや
民生委員等と連携し安否確認を行うものです。
　今回の調印式では、昨年２月に県内５市町（八幡浜市、
大洲市、東温市、久万高原町、松野町）と４事業者（伊予
銀行、愛媛銀行、コープえひめ、えひめ南農業協同組合）
で締結した「高齢者等見守りネットワーク」協定から、今
回新たに、県内８市町（宇和島市、伊予市、西予市、砥部町、
内子町、伊方町、鬼北町、愛南町）と２事業者（フジ、愛
媛信用金庫）を加え、実施市町や協力事業者の拡大を図る
ことで、見守り機能を強化することとしています。
　当町では今後、このような取組に積極的に参加し、誰も
が安心して暮らせる町づくりを推進していきます。

２
27松野町の医療を考える講演会～みんなで地域医療を支え守るために～

　３月₁₅日㈰、町民センターで「松野町の医療を考える講演会」が開催されました。
　この講演会は、全国的に広がる地域医療崩壊の危機に対応するために、住民一人ひとりが健康づくりに励み、限
りある医療資源を大切に守っていくことを目的として毎年開かれているもので、今回で４回目となります。
　第１部では、放送大学教授精神科医師の石丸昌彦さんを講師に迎え、「認知症になっても住み慣れた地域で安心し
て暮らすために」と題して、地域の医療と認知症をテーマにした講演が行われました。
　認知症についての見識を深めることの重要性を説明した後、「（介護する・される）それぞれの立場に立って考え、
お互いに共有・共感することで今まで以上の絆が生まれる。」などと、認知症に対して前向きになることの大切さを
伝えると、会場中から拍手が沸き起こりました。
　第２部では、音楽療法士の岡田順子さんによる「こころも身体もほっこり体操」が実演され、音楽を利用してこ
ころや身体を開放し、リラックスした気分にさせる体操を、和やかな雰囲気の中、会場全体で行いました。参加者
たちは、右手と左手で違う動きをするなど、複雑な動作に挑戦しますが、なかなか思うようにできず、会場からは、
自然と笑顔が溢れていました
　参加者からは、「認知症に対する考え方が変わった」「相手を思いやる気持ちを持って接していきたい」などの声
が聞かれ、充実した講演会となったようです。
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　　　 の掲示板　　　ま　　　　　　ち
　

2
月
₁₅
日
㈰
、体
験
学
習
会
「
河
後
森
城
ＶＳ
宇
和
島
城
」

の
河
後
森
城
編
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
学
習
会
は
、
中

世
山
城
で
あ
る
河
後
森
城
跡
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
近

世
城
郭
で
あ
る
宇
和
島
城
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
城
の
最
大
の
機
能
で
あ
る
「
防
御
性
」
に
つ

い
て
、
河
後
森
城
跡
の
現
地
で
実
際
に
攻
防
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
ま
ず
、
本
郭
で
河
後
森
城
の
立
地
や
構
造
に
つ

い
て
解
説
し
た
後
、
西
第
十
曲
輪
に
移
動
し
て
攻
防
体
験

を
行
い
ま
し
た
。
攻
防
体
験
で
は
、
攻
め
手
と
守
り
手
に

分
か
れ
、
攻
め
手
は
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
防
御
施
設
な
ど
の

説
明
を
受
け
な
が
ら
下
か
ら
西
第
十
曲
輪
を
目
指
し
て
進

み
、
守
り
手
は
曲
輪
の
上
か
ら
敵
の
動
き
を
観
察
し
た
り

攻
撃
を
加
え
た
り
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
段
ボ
ー
ル
の

甲
冑
を
身
に
付
け
た
り
本
物
そ
っ
く
り
の
お
も
ち
ゃ
の
武

器
を
持
っ
た
り
し
て
攻
防
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
河
後
森
城
を
攻
め
る
の
は
非
常
に
難

し
い
」
や
「
城
の
上
か
ら
弓
矢
を
射
か
け
ら
れ
た
ら
ひ
と

た
ま
り
も
な
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
河
後
森
城
の
防

御
性
に
つ
い
て
身
を
も
っ
て
学
習
し
て
い
ま
し
た
。

河
後
森
城
で
攻
防
体
験
を
開
催
し
ま
し
た
！！

　▲本郭にて河後森城跡の説明

▲攻防体験の様子。下は攻め手、上は守り手。

　

２
月
₁₆
日
㈪
、
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
鬼
北
広
見
支
所
で

開
催
さ
れ
た
第
₁₈
回
重
点
品
目
推
進
大
会
「
鬼
北
夢

農
業
を
語
る
会
」
で
、
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
鬼
北
茶
業
部
会

（
竹
田
貞
春
部
会
長　

会
員
₁₈
名
）
が
多
年
に
わ
た
る

活
動
実
績
や
功
績
が
認
め
ら
れ
、「
平
成
₂₆
年
度
愛
媛

県
農
産
園
芸
功
労
知
事
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
鬼
北
茶
業
部
会
は
、
品
質
の
良
い

茶
を
生
産
す
る
こ
と
に
よ
り
、
松
野
町
を
県
下
有
数
の

産
地
と
し
て
確
立
す
る
と
と
も
に
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
も

取
り
組
ま
れ
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
農
業
の
振
興
に

尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

現
在
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
茶
の
普
及
等
に
よ
り
、
価
格

の
低
迷
、
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
と
い
っ
た
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
松
野
町
の
特
産
作
目
の
ひ
と

つ
で
あ
る
茶
の
中
心
団
体
と
し
て
、
引
き
続
き
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

愛
媛
県
農
産
園
芸
功
労
知
事
賞
を
受
賞

　▲竹田貞春部会長（左）・谷中邦喜副部会長（右）

　

２
月
₁₇
日
㈫
、
県
庁
で
開
催
さ
れ
た
平
成
₂₆
年
度

愛
媛
県
耕
作
放
棄
地
対
策
研
修
会
に
お
い
て
、
㈱
松

野
町
農
林
公
社
が
耕
作
放
棄
地
対
策
優
良
団
体
表
彰

の
愛
媛
県
農
業
会
議
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

㈱
松
野
町
農
林
公
社
は
、
松
野
町
の
農
業
の
発
展

を
目
的
に
、
新
規
作
目
の
栽
培
や
農
作
業
の
受
託
等

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
、
新
た
な
農
地
の
確
保

を
目
的
に
耕
作
放
棄
地
の
再
生
に
永
年
取
り
組
ん
で

き
た
事
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
後
に
は
、

優
良
事
例
発
表
も
行
わ
れ
、
県
内
の
関
係
団
体
等
に

対
し
て
、
活
動
の
内
容
や
成
果
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
農
業
生
産
法
人
と
し
て
、
町
内
の
耕
作
放

棄
地
の
解
消
に
、
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
事
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り「
４
月
」

耕
作
放
棄
地
対
策
優
良
団
体
表
彰
を
受
賞

　▲芝明廣代表取締役社長（中央）と職員の
　　高橋生司さん（左）と松本優さん（右）
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の掲示板ま ち

ま
ち
の
投
句
箱

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句　
二
月
投
句
分

佳
作

︽
不
器
男
記
念
館
︾

　

不
器
男
邸
ガ
ラ
ス
戸
泣
か
す
涅ね

槃は
ん

西に

風し

�

大
洲
市　

肱　
　
　

泉

︽
虹
の
森
公
園
︾

　

踏
ま
れ
つ
つ
芽
吹
く
芝
生
の
息
吹
か
な

�

松
野
町　

駒
山　

忠
夫

　

小
春
日
や
母
の
遺
影
に
泣
き
暮
れ
て

�

松
野
町　

駒
山　

忠
夫

　

両
の
手
を
つ
き
て
座
る
や
花
疲
れ

�

八
幡
浜
市　

一　
　
　

夘

　

春
時
雨
山
の
一
戸
へ
郵
便
夫

�

八
幡
浜
市　

節　
　
　

女

　

夭
逝
の
不
器
男
な
り
し
か
梅
真
白　
　
　
　
　
　
　
　

�

黒
潮
町　

宮
川　

照
男

あ
た
た
か
や
言
葉
に
添
へ
る
良
き
ま
な
ざ
し�

伊
藤　

富
子

城
跡
は
た
だ
柱
穴
の
枯
野
か
な�

岡
本　

京
子

老
う
程
に
明
る
き
色
を
春
の
服�

金
谷　

惠
子

棚
田
守
る
覚
悟
の
余
生
去
年
今
年�

金
谷　

重
子

わ
が
居
場
所
き
め
て
居
り
け
り
炬
燵
猫�

金
谷　

文
惠

苔
や
ど
る
不
器
男
生
家
の
木
守
り
柿�

駒
山　

忠
夫

研
ぎ
あ
げ
し
斧
に
布
巻
く
初
冬
か�

谷　

き
よ
し

足
る
を
知
る
峡か
い

の
生た
つ
き活
の
年
の
暮�

布　
　

康
江

皹あ
か
ぎ
れの
手
で
お
つ
り
出
す
道
の
駅�

ひ
の
た
い
ら

全
身
で
孫
の
主
張
や
冬
日
和�

山
下
ス
ミ
子

如
月
や
若
き
主
治
医
は
半
袖
で�

赤
松　

午
子

お
し
ゃ
べ
り
を
聞
く
も
学
び
や
日
脚
の
ぶ�

稲
谷
キ
ミ
子

坊
っ
ち
ゃ
ん
の
連
載
待
て
る
春
炬
燵�

�
上
田
美
智
子

旅
の
留
守
蕗
の
薹
み
な
し
ゅ
う
と
め
に�

岡
本　

三
葉

無
人
駅
乗
る
人
も
な
く
梅
香
る�

竹
内
サ
ダ
子

葛
句
会
　
二
月
例
会
句
会　
於　
町
民
セ
ン
タ
ー

吉
野
句
会
　
二
月
例
会
句
会　
於　
吉
野
生
公
民
館

　

３
月
３
日
㈫
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
古
城
園
で
「
森

の
国
子
ど
も
会
議
」
に
よ
る
寄
贈
品
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
「
森
の
国
子
ど
も
会
議
」
は
、
町
内
の
小
中
学
校
の
児

童
生
徒
で
構
成
さ
れ
、
一
円
玉
募
金
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
し
て
、
集
ま
っ
た
募
金
で
町
内
の
福
祉
施
設

へ
備
品
な
ど
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
古
城
園
に
対
し
、「
ソ
フ
ァ
ー
」
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
学
校
の
代
表
児
童
生
徒
と
施
設
利
用
者
が

出
席
し
、
贈
呈
さ
れ
た
ソ
フ
ァ
ー
の
お
披
露
目
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

「
森
の
国
子
ど
も
会
議
」に
よ
る
寄
贈
品
贈
呈
式
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お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

目
　
黒
　
下
田
　
綾
子
　
　
94
歳

松
　
丸
　
森
口
　
忠
男
　
　
76
歳

松
　
丸
　
竹
葉
カ
ヨ
子
　
　
90
歳

吉
　
野
　
岡
村
百
合
子
　
　
69
歳

松
　
丸
　
梶
原
　
末
子
　
　
89
歳

豊
　
岡
　
長
山
　
　
均
　
　
82
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

山
木
　
良
一
　
　
松
野
町

岡
村
サ
ヨ
子
　
　
松
野
町

竹
葉
ま
ゆ
み
　
　
松
野
町

☆
広
報
送
付
お
礼

金
一
封
　
布
　
万
里
子
　
東
京
都

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

世帯数　₂，₀₃₅世帯（－₁₂世帯）

総人口　₄,₂₄₂人 （－₁₆人）
男₂,₀₀₂人　女₂,₂₄₀人

（２月中の異動）
　　○出　生　１人　○死　亡　９人
　　○転　入　₁₀人　○転　出　₁₀人

平成27年２月28日現在
※外国人を含みます。

　　　 の掲示板　　　ま　　　　　　ち

町 の 人 口

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（

敬
称
略
）

（
住
所
）　（
保
護
者
）    

（
出
生
児
）（
性
別
）

吉
　
野
　
柳
野
　
吉
重
　
心み

　
咲さ
き

　
　
女

　
　
　
　
　
　
　
　
都

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

中
央
診
療
所
所
長
退
任
あ
い
さ
つ

　

１
年
間
と
い
う
短
い
期

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
度
異
動
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
挨

拶
申
し
上
げ
ま
す
。
在
任

中
は
皆
様
の
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
、
ご
配
慮
を
い
た
だ
き

ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を

か
り
て
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

愛
媛
県
全
体
の
急
速
な
少
子
高
齢
化
、
医
療
崩
壊
が
数

年
前
以
上
に
進
行
し
て
い
ま
す
。
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
支

え
る
人
材
確
保
が
各
自
治
体
で
苦
し
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
が
困
難
に
な

り
縮
小
せ
ざ
る
得
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
や
診
療
所
が
閉
鎖

に
な
っ
た
自
治
体
も
現
実
に
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

引
き
続
き
適
正
な
医
療
体
制
の
維
持
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
ま
た
健
康
増
進
に
努
め
疾
病
予
防
を
心
掛
け
て
頂
け

た
ら
と
存
じ
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
自
治
医
科
大
学
の
後
輩
医
師
が
赴
任
致
し

ま
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

中
央
診
療
所
所
長　

川
上　

貴
正　

　

県
内
の
₂₀
市
町
団
体

が
Ｃ
Ｍ
を
作
成
し
、
ふ

る
さ
と
の
Ｐ
Ｒ
を
競
う

「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞

え
ひ
め
，₁₅
」
の
審
査

会
が
２
月
１
日
に
松
山

市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
松
野

ま
ち
づ
く
り
青
年
会
議

の
作
成
し
た
作
品
が
「
愛
媛
県
市
長
会
会
長
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
神
様
も
決
め
ら
れ
ん
け

ん
」
と
い
う
も
の
で
、
松
野
町
の
色
々
な
味
覚
を
巡
っ

て
ど
れ
が
一
番
お
い
し
い
か
を
言
い
争
う
と
い
う
も
の
で

す
。
登
場
人
物
が「
牛
鬼
」「
獅
子
舞
」「
五
つ
鹿
」「
猿
田
彦
」

な
ど
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
配
役
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

詳
し
い
内
容
は
、
愛
媛
朝
日
放
送
で
年
間
₆₀
回
放
送
さ

れ
る
ほ
か
同
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
Ｃ
Ｍ
大
賞
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://furusatocm
.

eat.jp/about.htm
l

）

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
え
ひ
め
，₁₅

「
愛
媛
県
市
長
会
会
長
賞
」を
受
賞
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Informationお し ら せ

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設

行
政
相
談

【
日　
　

時
】
４
月
10
日
㈮　

₁₀
時
〜
₁₂
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

【
内　
　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相　
談　
員
】
行
政
相
談
員

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】
４
月
10
日
㈮　

₁₀
時
〜
₁₂
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
心
配
ご
と
相
談

【
相　
談　
員
】
民
生
児
童
委
員

人
権
相
談

【
日　
　

時
】
４
月
10
日
㈮　

₁₀
時
〜
₁₂
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
人
権
相
談

【
相　
談　
員
】
人
権
擁
護
委
員

　

聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
手
話

通
訳
者
及
び
要
約
筆
記
者
の
養
成
研
修
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
受
講
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
手
話
通
訳
者

【
研
修
期
間
】
平
成
₂₇
年
５
月
〜
平
成
₂₈
年
１
月

【
日　
　

程
】
月
１
回
程
度
（
土
曜
日
）

【
会　
　

場
】
西
条
市
内
及
び
宇
和
島
市
内
の
２
か
所

【
定　
　

員
】
西
条
会
場
₃₀
名
、
宇
和
島
会
場
₂₀
名

【
受
講
対
象
】
市
町
が
実
施
す
る
手
話
奉
仕
員
養
成
研
修
の
修

了
者
で
、
県
内
に
居
住
又
は
勤
務
す
る
人

○
要
約
筆
記
者

【
コ　
ー　
ス
】
手
書
き
コ
ー
ス
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

【
研
修
期
間
】
平
成
₂₇
年
５
月
〜
平
成
₂₈
年
２
月

手
話
通
訳
者
及
び
要
約
筆
記
者
養
成

研
修
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
縦
覧
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
固
定
資
産
評
価
額
の
適
正
さ
を
判
断
し
て
も
ら

う
た
め
、
次
の
要
領
で
縦
覧
を
実
施
し
ま
す
。

【
期　
　

間
】
４
月
１
日
㈬
か
ら
４
月
₃₀
日
㈭

（
土・日
、祝
日
を
除
く
８
時
₃₀
分
か
ら
₁₇
時
₁₅
分
ま
で
）

【
場　
　

所
】
町
民
課

【
対　
象　
者
】
納
税
者

【
必
要
な
物
】
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の（
納
税
通
知
書
、課
税
明

細
書
、運
転
免
許
証
、健
康
保
険
証
等
）、印
鑑

【
閲
覧
内
容
】

①
土
地　

所
在
、
地
番
、
地
目
、
面
積
、
価
格

②
家
屋　

家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
価
格

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
民
課
税
務
係　

☎
₄₂
・
１
１
１
２

　

平
成
₂₇
年
度
第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
が
次
の
と
お
り

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
試　
　

験

【
試　
験　
日
】
６
月
₂₁
日
㈰　

₁₀
時
〜

【
会　
　

場
】
県
立
吉
田
高
等
学
校
・
県
立
八
幡
浜
工
業
高
等

学
校　

他

平
成
₂₇
年
度
危
険
物
取
扱
者
試
験（
第

１
回
）
と
準
備
講
習
会

【
日　
　

程
】
月
１
回
〜
５
回
（
土
・
日
曜
日
）

【
会　
　

場
】
大
洲
市
内

【
定　
　

員
】
₂₀
名

【
受
講
対
象
】
県
内
に
居
住
又
は
勤
務
す
る
人
。
た
だ
し
、
要

約
筆
記
奉
仕
員
養
成
研
修
修
了
者
に
つ
い
て

は
、
補
講
コ
ー
ス
を
受
講
可
能
。

【
申
込
期
間
】
４
月
１
日
㈬
〜
５
月
１
日
㈮

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
視
聴
覚
福
祉
セ
ン
タ
ー　

☎
０
８
９・９
２
３・９
０
９
３

【
願
書
受
付
】
書
面
申
請　

４
月
₁₃
日
㈪
〜
４
月
₂₃
日
㈭
ま
で

　
（
願
書
提
出
先
：
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
愛
媛
県
支
部
）

【
電
子
申
請
】
４
月
₁₀
日
㈮
〜
４
月
₂₀
日
㈪
ま
で

【
試
験
種
類
】
甲
・
乙
・
丙
種
の
全
種
類
（
吉
田
会
場
は
乙
種

第
４
類
と
丙
種
の
２
種
類
）

【
受　
験　
料
】
甲
種
＝
５
，
０
０
０
円

乙
種
＝
３
，
４
０
０
円

丙
種
＝
２
，
７
０
０
円

【
願
書
配
布
】
消
防
本
部
・
各
消
防
署
・
各
分
署
・
各
地
方
局

総
務
県
民
課

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
愛
媛
県
支
部　

☎
０
８
９・９
３
２・８
８
０
８

○
準
備
講
習
会
︵
乙
種
第
４
類
対
象
︶

【
日　
　

時
】
５
月
₂₂
日
㈮
〜
５
月
₂₃
日
㈯
の
２
日
間

※
い
ず
れ
も
９
時
か
ら
₁₆
時
ま
で

【
会　
　

場
】
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部　

４
階

大
会
議
室

【
受　
講　
料
】
会　

員
＝
６
，
６
０
０
円

非
会
員
＝
９
，
２
０
０
円

【
テ
キ
ス
ト
代
】
法　

令
＝
１
，
４
０
０
円

　

実　

務
＝
１
，
４
０
０
円

　

 

問
題
集
＝
１
，
７
０
０
円（
乙
種
第
４
類
の
場
合
）

【
申
込
・
提
出
先
】

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課
内

宇
和
島
地
区
危
険
物
安
全
協
会
事
務
局

（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
８
時
₃₀
分
〜
₁₇
時
₁₅
分
）

【
そ　
の　
他
】
詳
細
に
つ
い
て
は
、
下
記
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課
内　

宇
和
島

地
区
危
険
物
安
全
協
会
事
務
局　

☎
₂₂
・
７
５
０
１
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松
野
町
制
₆₀
周
年
記
念 

Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
俳
句
王
国
が
ゆ
く
」観
覧
者
募
集

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申

請
に
つ
い
て

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
平
成
₂₆
年
度
に
保
険
料
納

付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
人
で
、
平
成
₂₇
年
度
も
引
き
続
き
在

学
予
定
の
人
へ
、
３
月
下
旬
に
基
礎
年
金
番
号
等
が
印
字
さ

れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る
人
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に

必
要
事
項
を
記
入
し
返
送
す
る
こ
と
で
、
平
成
₂₇
年
度
の
申

請
が
で
き
ま
す
。（
こ
の
場
合
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証

の
写
し
の
添
付
は
不
要
で
す
。）

　

な
お
、
平
成
₂₇
年
度
は
学
生
納
付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、

保
険
料
の
納
付
を
希
望
す
る
場
合
は
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、お
手
数
で
す
が
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

町
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
山
放
送
局
で
は
、
Ｅ
テ
レ
の
全
国
放
送
番

組
「
俳
句
王
国
が
ゆ
く
」
の
公
開
収
録
を
実
施
し
ま
す
。
観

覧
を
希
望
の
人
は
、
以
下
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
日　
　

時
】
５
月
₃₀
日
㈯　

開
演
：
₁₃
時
₃₀
分

【
会　
　

場
】
松
野
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
主　
　

催
】
松
野
町
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
山
放
送
局

【
出　
　

演
】〈
ゲ
ス
ト
〉
ね
じ
め
正
一
（
小
説
家
・
詩
人
）、

ラ
ブ
リ
（
モ
デ
ル
）
ほ
か

〈
主　

宰
〉
西
村
和
子
（「
知
音
（
ち
い
ん
）」

代
表
）、
一
般
俳
人
の
み
な
さ
ん

〈
司　

会
〉
Ｕ
字
工
事
（
タ
レ
ン
ト
）、
田
中
紀

英
キ
ャ
ス
タ
ー

【
観
覧
申
込
】 

入
場
無
料
。「
郵
便
往
復
は
が
き
（
私
製
を
の

ぞ
く
）」
に
以
下
を
記
入
し
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

○ 

往
信
用
裏
面
﹇
１
﹈
郵
便
番
号
﹇
２
﹈
住
所
﹇
３
﹈
名
前
﹇
４
﹈

電
話
番
号

○
返
信
用
表
面
﹇
１
﹈
郵
便
番
号
﹇
２
﹈
住
所
﹇
３
﹈
名
前

○ 

返
信
用
裏
面　

何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。（
抽
選
結
果

を
印
刷
し
て
ご
返
送
い
た
し
ま
す
）

【
あ　
て　
先
】
〒
７
９
０
・
８
５
０
１　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
山
放
送
局

　
「
俳
句
王
国
が
ゆ
く
」
係

【
締
め
切
り
】
５
月
７
日
㈭
必
着

＊ 

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
う
え
、
当
選
の
人
に
は
入
場
整

理
券
（
１
枚
で
２
人
入
場
可
）
を
、
落
選
の
人
に
は
そ
の
旨

を
お
伝
え
す
る
ご
案
内
を
、
５
月
₁₅
日
頃
に
発
送
し
ま
す
。

＊
満
１
歳
以
上
の
お
子
様
か
ら
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

【
放
送
予
定
】
Ｅ
テ
レ
に
て
全
国
放
送
（
放
送
日
時
未
定
）

※
決
定
次
第
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
山
放
送
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
発
表
し
ま
す
。

宇
和
島
圏
域
手
話
奉
仕
員・要
約
筆
記

奉
仕
員
養
成
講
座

●
﹁
手
話
を
学
ぼ
う
～
入
門
課
程
﹂
受
講
生
募
集 

　

手
話
を
初
め
て
学
ぶ
人
の
た
め
の
「
入
門
講
座
（
全
₂₀
回
）」

【
日　
　

時
】 

６
月
１
日
㈪
か
ら
₁₁
月
₃₀
日
㈪
ま
で
月
曜
日

（
全
₂₀
回
）
₁₃
時
₃₀
分
〜
₁₅
時
₃₀
分

【
場　
　

所
】
宇
和
島
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
募
集
人
員
】
₂₅
名

【
受　
講　
料
】  

無
料

（
た
だ
し
新
テ
キ
ス
ト
代
３
１
５
０
円
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
き
実
費
）

【
締　
　

切
】
５
月
１
日
㈮
ま
で

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
﹁
手
話
で
話
そ
う
～
基
礎
課
程
﹂
の
受
講
生
追
加
募
集 

　

昨
年
度
以
前
に「
入
門
課
程
」を
修
了
し
た
人
の
た
め
の「
基

礎
課
程
（
全
₂₅
回
）」

【
日　
　

時
】 

５
月
₁₈
日
㈪
か
ら
₁₂
月
７
日
㈪
ま
で
月
曜
日

（
全
₂₅
回
）
₁₉
時
〜
₂₁
時

【
場　
　

所
】
宇
和
島
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
追
加
募
集
人
員
】
２
名

【
受　
講　
料
】  

無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
実
費
・
入
門
課
程
で
新
テ
キ
ス
ト
購
入
済
み
の

方
は
不
要
）

【
締　
　

切
】
４
月
₂₄
日
㈮
ま
で

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
﹁
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
﹂
受
講
生
募
集

　

難
聴
者
や
中
途
失
聴
者
の
「
耳
」
と
な
っ
て
い
る
要
約
筆

記
奉
仕
員
を
ご
存
じ
で
す
か
？
文
字
で
伝
え
る
通
訳
を
一
緒

に
学
び
ま
し
ょ
う
。

【
日　
　

時
】
６
月
３
日
か
ら 

₁₁
月
₁₁
日
ま
で
の
水
曜
日 

（
全

₁₀
回
）　

₁₃
時
₃₀
分
〜
₁₅
時
₃₀
分

【
場　
　

所
】
宇
和
島
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
講　
　

師
】
愛
媛
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
会
長
・
渡
部
美
佐
子
さ
ん

【
募
集
人
員
】 

₂₀
人

【
受　
講　
料
】
無
料 

（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
３
４
０
０
円
実
費
）

【
締　
　

切
】
５
月
１
日
㈮
ま
で

手
話
奉
仕
員
・
要
約
筆
記
奉
仕
員
共
通

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

保
健
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係　

☎
₄₂
・
０
７
０
８

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ラ
ネ
ッ
ト
四
国　

☎
０
８
９
・
９
２
１
・
１
１

６
３
（
₁₀
時
〜
₁₈
時
／
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

・ 

町
教
育
委
員
会　

☎
₄₂
・
１
１
１
８
（
８
時
₃₀
分
〜
₁₇
時

／
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
山
放
送
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.nhk.

or.jp/m
atsuyam

a/

　

・
応
募
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
抽
選
結
果
の
連
絡
の
ほ
か
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
受
信
料
の
お
願
い
や
番
組
・
イ
ベ
ン
ト
の

ご
案
内
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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Informationお し ら せ

マイナンバー（社会保障・税番号）制度が始まります
　マイナンバー（社会保障・税番号）は、住民票を有する全ての方に１人１つ
の番号を付して、社会保障、税、災害対策の分野で効率的に情報を管理し、複
数の機関に存在する個人の情報が同一人の情報であることを確認するために活
用されるものです。
　マイナンバーは、行政を効率化し、国民の利便性を高め、公平かつ公正な社
会を実現する社会基盤であり、期待される効果としては、大きく３つあげられ
ます。
　①　 行政機関や地方公共団体などで、様々な情報の照合、転記、入力などに

要している時間や労力が大幅に削減されます。複数の業務の間で連携が
進み、手続きが正確でスムーズになります。

　②　 添付書類の削減など、行政手続が簡素化され、国民の負担が軽減します。
行政機関が持っている自分の情報の確認や、行政機関から様々なサービスのお知らせを受け取ることも可能
になります。

　③　 所得や行政サービスの受給状況を把握しやすくなり、負担を不当に免れたり、給付を不正に受けたりするこ
とを防止するほか、本当に困っている人にきめ細かな支援を行えるようになります。

■　番号はいつ、どのように通知されますか？
　 　今年₁₀月以降、住民票を有する国民の皆様一人ひとりに、₁₂桁のマイナンバーが通知されます。中長期在留

者や特別永住者などの外国人も対象です。原則として、市町村から、住民票の住所あてにマイナンバーが記載
された「通知カード」が送付されます。住民票の住所と異なるところにお住まいの人はご注意ください。

■　マイナンバーはどのような場面で使用することとなりますか？
　　来年（平成₂₈年）１月以降、順次、社会保障、税、災害対策の行政手続でマイナンバーが必要になります。例えば、
　　①　年金を受給しようとするときに年金事務所にマイナンバーを提示
　　②　健康保険を受給しようとするときに健康保険組合にマイナンバーを提示
　　③　毎年６月に児童手当の現況届を出すときに市町村にマイナンバーを提示
　　④　所得税及び復興特別所得税の確定申告をするときに税務署にマイナンバーを提示
　　⑤　税や社会保障の手続きで、勤務先や金融機関にマイナンバーを提示
　といった場面で利用することになります。
　 　マイナンバーは社会保障、税、災害対策の中でも、法律や自治体の条例で定められた行政手続でしか使用す

ることはできません。
　 　情報提供ネットワークシステムを通じた各機関の間の情報連携は、国は平成₂₉年１月以降、地方公共団体は

平成₂₉年７月以降、順次始まります。情報連携により、申請時の課税証明書等の添付省略など、国民の負担軽
減・利便性向上が実現します。

■　マイナンバーを他人に提供してもよいのですか？
　 　マイナンバーは、法律で定められた目的以外にむやみに他人にマイナンバーを提供することはできません。

他人のマイナンバーを不正に入手したり、他人のマイナンバーを取り扱っている人がマイナンバーを含む特定
個人情報を他人に不当に提供したりすると処罰の対象になります。
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■　個人情報が一元管理され、外部に漏れるおそれはありませんか？
　 　個人情報が外部に漏れるのではないか、他人のマイナンバーでなりすましが起こるのではないか、といった

懸念の声もあります。マイナンバーを安心・安全に利用するために、制度面とシステム面の両方から個人情報
を保護するための措置を講じています。

　 　制度面の保護措置としては、法律に規定があるものを除き、マイナンバーを含む個人情報の収集や保管は禁
止しています。また、特定個人情報保護委員会という第三者機関がマイナンバーが適切に管理されているか監
視・監督します。さらに法律に違反した場合の罰則も、従来より重くなっています。

　 　システム面の保護措置としては、個人情報を一元管理せず、従来どおり、年金の情報は年金事務所、税の情
報は税務署といったように分散して管理します。また、行政機関の間で情報のやりとりをするときも、マイナ
ンバーを直接使わず、システムにアクセスできる人を制限し、通信する場合は暗号化を行います。

　 　また、情報提供ネットワークシステムを使って自分の個人情報をいつ、誰が、なぜやりとりしたのか、ご自
身で確認していただける手段として、平成₂₉年１月からマイ・ポータル（情報提供等記録開示システム）が稼
働する予定です。

■　個人番号カードは何に使えるのですか？
　 　個人番号カードは、表面に氏名、住所、生年月日、性別と本人の顔写真が表示され、裏面にマイナンバーが

記載されます。個人番号カードは、市町村に申請することで、平成₂₈年１月以降、交付される予定です。
　 　個人番号カードは、①本人確認のための身分証明書として利用でき、②カードに搭載されるＩＣチップや電

子証明書を活用することにより、e-Taxをはじめ、各種電子申請を行うことができます。マイナンバーはカー
ドの裏面に記載されますが、法律で認められた場合を除き、個人番号カードの裏面をコピーすることなどは法
律違反になるので、注意してください。

　 　なお、ＩＣチップには、券面に書かれている情報のほか、電子申請のための電子証明書が記録されますが、
所得の情報や病気の履歴などのプライバシー性の高い個人情報は記録されません。そのため、個人番号カード
から全ての個人情報が分かってしまうことはありません。

■　法人番号とは何ですか？
　 　法人にも₁₃桁の法人番号が指定され、広く公開されます。個人番号と異なり、官民問わず、自由に利用でき

ます。

■　マイナンバーについてさらに詳しい情報はホームページまで。コールセンターも開設しています。
　 　マイナンバー制度のよくある質問（ＦＡＱ）や最新情報は、内閣官房のマイナンバー（社会保障・税番号）

制度のホームページに掲載しています。特定個人情報保護委員会、総務省、国税庁、厚生労働省等の特設サイ
トへもリンクしています。「マイナンバー」で検索してください。

　　http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html
　 　マイナンバーのコールセンターを開設しています。マイナンバーについてご不明な点がある方や、さらに詳

しい情報を知りたい方は、お気軽にお問い合わせください。
　　電話番号　０５７０－２０－０１７８　（外国語は０５７０－２０－０２９１）
　　開設時間　平日９時₃₀分から₁₇時₃₀分まで
　　（ 平成₂₇年₁₀月から平成₂₈年３月までの半年間は、平日の開設時間を₂₀時まで延長。年末年始を除く土日祝

日も₁₇時₃₀分まで開設予定。）
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４月の森の国行事予定表

日 曜日 予　　定　　　　　　　　　　　　　　　

１ 水 可上家地以外町内全域
古豊岡 ･ 延野々 ･ 富岡 ･ 目黒 ･ 上家地

２ 木 不松丸 ･ 吉野 ･ 蕨生 ･ 奥野川

３ 金 可葛川以外町内全域
古松丸 ･ 吉野 ･ 蕨生 ･ 奥野川

４ 土

５ 日 桃源郷マラソン大会 当二宮整形外科☎₂₅︲₈₆₀₀
当山本内科医院☎₂₂︲₅₁₀₀

当こばやし小児科☎₂₃︲₁₁₅₀
当口羽外科胃腸科医院☎₃₂︲₅₀₀₀

６ 月 可葛川以外町内全域

７ 火 不豊岡 ･ 延野々 ･ 富岡 ･ 目黒 ･ 上家地

８ 水 各小学校入学式 可上家地以外町内全域
古豊岡 ･ 延野々 ･ 富岡 ･ 目黒

９ 木 中学校入学式 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

₁₀ 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

₁₁ 土

₁₂ 日 愛媛県議会議員選挙投票日 当小川クリニック☎₂₃︲₃₅₉₉
当楠崎内科☎₂₄︲₂₂₁₁

当こおり小児科☎₂₄︲₅₆₃₃
当鈴木外科☎₅₂︲₀₁₀₄

₁₃ 月 可葛川以外町内全域

₁₄ 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

₁₅ 水 可上家地以外町内全域
古豊岡 ･ 延野々 ･ 富岡 ･ 目黒

₁₆ 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

₁₇ 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

₁₈ 土

₁₉ 日 当上田外科クリニック☎₂₅︲₅₈₁₁
当中山内科胃腸科☎₂₂︲₀₇₀₇

当上田小児科・外科☎₂₅︲₀₁₀₀
当永井内科医院☎₃₂︲₆₆₈₈

₂₀ 月 可葛川以外町内全域

₂₁ 火 不豊岡 ･ 延野々 ･ 富岡 ･ 目黒 ･ 上家地

₂₂ 水 可上家地以外町内全域
古豊岡 ･ 延野々 ･ 富岡 ･ 目黒

₂₃ 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

₂₄ 金 滑床山開き 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

₂₅ 土

₂₆ 日 当植木整形外科☎₂₂︲₀₀₂₂
当石川循環器科内科☎₂₀︲₀₃₂₀

当やくしじこどもクリニック☎₂₄︲₁₃₈₆
当城戸医院☎₄₅︲₁₂₃₄

₂₇ 月 可葛川以外町内全域

₂₈ 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

₂₉ 水 当福島胃腸科外科☎₂₄︲₅₅₈₈
当兵頭内科医院☎₂₅︲₂₇₇₂

当こばやし小児科☎₂₃︲₁₁₅₀
当鬼北町国保日吉診療所☎₄₄︲₂₂₅₀

可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

₃₀ 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

当……休日当番医
可……可燃物回収日　　不……不燃物回収日　　古……古紙類回収日
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